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　平成 22 年度公開教学講座「現代社会と天理教」（１）

／研究報告会／「教学と現代 VII」開催のお知らせ

ませんが、最近の老人のゲートボール人口は３
～ 40 万人程度だといわれます。その他、シル
バー人材センターの団体数が１千 329 団体で、
その会員数が 75 万人。雨読の方は適当な指標
がありませんが、“ 日本には２千 700 万人分の
晴耕雨読の環境が整っている ” とはとても言え
ない状況だと思います。

一昔前までは、60 歳で還暦を迎えれば、そ
の後は余生。“70 歳は古来稀なり ” といわれま
したが、今は 90 歳でも古稀と言うのを憚れる
状況です。“ 余生は好きなことをして過ごしな
さい ” では済まない長い時間が残されているの
に、多くの人がすることがない。毎日を如何に
過ごすべきかで困っている人が、少なくとも
２千万人以上はいるだろうというのが昨今の日
本の現実なのです。

さて、有難いことに、天理教の教祖は 90 歳
まで存命でおわし、陽気ぐらしのひながたをお
残しくださいました。また、1 万７千の天理教
の教会の中には、若者より老人の方が多く集ま
る教会が沢山あります。天理教には、高齢者の
ための “ ひながた ” も、それを味わい実践する
環境も整っているのです。この天理教の持つ特
性を大いに活かして、多くの元気なお年寄りに
充実した老後を送ってもらえるように、いろい
ろな人生モデルを提示するのが、私どもに与え
られた大事な任務の一つだと思います。

しんぢつの心しだいのこのたすけ
やますしなずによハりなきよふ　　3 － 99
このたすけ百十五才ぢよみよと　　
さだめつけたい神の一ぢよ　　　 3 － 100
そのゝちハやまずしなすによハらすに
心したいにいつまでもいよ　　　　4 － 37
またさきハねんけんたちた事ならば
としをよるめハさらにないぞや　　4 － 38

このご神言を夢物語にしておくのではなく、
お言葉通りの現実の姿をご守護頂かなければ
なりません。“ 天理教の教会に行けば、大勢の
100 歳や 110 歳の人が、皆元気で、陽気にて
おどりをしている姿が見られる ” となれば、ど
の教会にも、世界中から大勢の参拝者が押しか
けることになるでありましょう。

日本は 65 歳以上の人口が２千 901 万人と
いう世界一の長寿国ですが、平均寿命（男性
79.29 年、女性 86.05 年）だけでなく、健康
寿命（自立して健康に生活できる年齢）も、
世界で最も長いといわれています。内閣府の
意識調査によると、65 歳以上の人で、“ 病気
で一日中寝込んでいる ” は 0.5％、“ 病気がち
で寝込むことがある ” は 5.2％、“ あまり健康
であるとはいえないが、病気ではないと考え
ている ” が 29.9％、“ 自分は健康であると考
えている ” は、64.4％、となっています。

つまり、現在日本には、14 万の寝たきりの
人と 150 万の病気がちの 65 歳以上の人がい
るのに比して、１千 868 万の元気な人と、万
全ではないが一応元気な 867 万人、合わせて
２千 735 万人（オーストラリア一国の総人口
２千 130 万人よりはるかに多い）の健康なお
年寄りがおられることになります。

現 在 わ が 国 に は、 老 人 福 祉 施 設 が ９ 千
446 ヶ所あり、在所者数が 14 万３千 624 人、
訪問介護利用者数は 73 万８千 793 人となって
います。また、ロボットや画像認識によって老
人や障害者を支援するシステムを開発したり、
住宅や都市環境の中にコンピュータ・ネット
ワークを組み込んで、弱者の生活を支援する等、
QOLT（クオリティ・オブ・ライフ・テクノロ
ジー）の研究でも、日本は世界の最先端をいっ
ています。まだまだ十分ではないにしても、病
気や障害のある老人への支援の意識と福祉の環
境整備の進捗状況は、諸外国に比しても日本は
かなり進んでいると申せましょう。

しかるに、いわゆる健康な高齢者、介護を
必要としない 65 歳以上の人に対するケアの
方は、政府の “ 健康現役社会の実現に向けて
〇〇の強化 ” などというのも掛け声だけに終
わっています。“ 元気なのだから、誰にも頼ら
ず晴耕雨読で過ごせばよい ” と申しても、日
本の市民農園は全国で３千ヶ所、そこで晴耕
をしている人口は全 65 歳以上の２％程度の
50 万人に過ぎません。耕すのは農地だけでな
い、ゴルフも晴耕だといっても、60 代のゴル
フ人口は 145 万人。また、確かな統計はあり
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